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Ⅰ．インスタレーションによる空間研究
代表研究者：黄　禧晶（九州産業大学造形短期大学部教授）
共同研究者：田　承爀（九州産業大学芸術学部教授）
協力：韓貞娥（九州産業大学造形短期大学部非常勤講師）

◆研究領域：パブリックアートによる地域活性化（共同研究）
◆研究プロジェクト概要
　産業経営研究所基礎研究部合同研究プロジェクト
◆場所： 糟屋郡篠栗町中央１丁目9-2総合福祉センター

オアシス篠栗
◆研究におけるプロセス
・２月にプロジェクトを立案し産業経済研究所の基礎研究
費を申請する。
・４月に研究費を獲得し、数回の現地打ち合わせを行い、
プロジェクトの計画を練っていく。
・５月～６月に作品の制作を行う。
・７月完成した作品のデータを編集・加工し、布に印刷する。
・８月28日にインスタレーションの設置完了
・11月２・３日KSU VISION DAYに出展する。
・12月に現地にパネル設置後フィードバックを行う。

　今回の研究プロジェクトは糟屋郡篠栗町「オアシス篠栗」
の温浴再生計画に九州産業大学造形短期大学部・九州産業
大学が協力し、老朽化した銭湯の環境改善を図るためのプ
ロジェクトである。オアシス篠栗は利益中心の施設ではな
く、地域に根付いた銭湯を目指しての再生を図ってR5年
の４月にリニューアルオープンした。よって、より清潔で
安心できる場にし、コロナ禍で一度離れてしまったお客さ
んに清潔で話題性を含む地域の銭湯に再び来てもらいたい
という趣旨でこのプロジェクトの企画に至った。
　インスタレーションのアートのテーマは「癒し・篠栗の
自然」である。本研究者や本学の非常勤講師、芸術学部の
教員、九州産業大学造形短期大学部学生４人、九州産業大
学芸術学部生５人、大学院生１人の作品を提供して貰った。
全部で20枚の作品を透け感のある布に印刷・加工して設置・
展示した。
　今後、芸術で彩られた空間として、アートにちなんだ特
徴ある観光名所として定着することを期待する。尚、一般
の方の作品などの展示も視野に入れてプロジェクトを広げ
ていきたい。
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Ⅱ．�オアシス篠栗リラックスルーム及びロビーの空
間改善研究

研究者：黄　禧晶
　　　　（九州産業大学造形短期大学部造形芸術学科教授）

◆研究領域：パブリックアートによる地域活性化
◆場所： 糟屋郡篠栗町中央１丁目9-2総合福祉センター

オアシス篠栗
◆研究におけるプロセス
・令和４年12月にオアシス篠栗から依頼を受ける。
・奨学寄付金を獲得する。
・以降現地打ち合わせを数回行い、制作箇所を選定する。
・７月同施設で並行して行う他プロジェクトとすり合わせ
をしながら原画デザインを決める。
・７月に入り口の「華の湯」、「虹のゆ」の看板及び、ロビー
に設置する「九大の森」の作品を制作する。
・８月28日にオアシス篠栗で上記作品を設置する。
・８月28日にリラックスルームの襖とブラインドに作品を
制作する。
・11月２・３日KSU VISION DAYに出展する。
・12月に現地にパネル設置後フィードバックを行う。

◆研究プロジェクト概要
　糟屋郡篠栗町「オアシス篠栗」の温浴再生計画に九州産
業大学造形短期大学部が協力し、老朽化した銭湯の環境改
善を図るためのプロジェクトである。本研究は同時期に行
う産業経営研究所基礎研究部合同研究プロジェクトから拡
張し、リラックスルーム及びロビーの空間環境改善を図る
目的で、老朽化が目立つ襖やブラインドにアートを制作し
た。尚、既存のお風呂の入り口の「華のゆ」や「虹のゆ」
の看板をアートに近い華やかなものとして差し替え、若い
年齢層にも受けられるように工夫している。入浴客以外も
買い物客も利用する総合福祉センターのロビーには篠栗町
の代表的な名所である九大の森をイメージとした絵画作品
（M60号）を本研究者が制作して展示した。この研究プロ
ジェクトにより、オアシス篠栗全体がアートの力で新しい
空間としてリニューアルされ、幅広い年齢層の利用客が楽
しめることが期待される。
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